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新型コロナウイルスの感染拡大は、人々の生活を一変させた。これまでの世界の在り方、人々の行動や常識までも変えてしまった。世界でウイルス

感染が収束したとしても、天然痘のように完全なまでに封じ込めることは不可能といわれている。毎年、流行するインフルエンザのように人々は新型コロ

ナウイルスとの「共生」を提唱するウイルス学者もいる。コロナと闘うのではなく、コロナと共生しながら生活する。ウイルスを生態系の一部として捉え、共

生し、向き合うことの大切さを説く学者もいる。パンデミックは世界の人々を苦しめている。しかし、半面、“新たな日常”というべき「新常態」（ニューノーマ

ル）をつくりだしてもいる。すでに人と人の距離を開けるソーシャルディスタンスが定着し始めており、テレワーク、リモートワークを導入する企業も増え始

めている。４、５カ月前には考えられなかったことがコロナ危機によって出現しており、人々の行動や生活様式を１８０度変えようとしている。 

 

 

 

新型コロナを撲滅させるのではなく、「共生」を

目指す方が正しいというウイルス学者は少なくな

い。ウイルスや細菌は長い時間をかけ、人間を

守るべき存在へと変異するといわれる。人の腸

内にあるビフィズス菌や乳酸菌などの善玉菌は

かつては人間にとって脅威の存在だったといわ

れていた。しかし、人間と長い間、共生するうち

に人間を守る性質に変異したといわれている。

ウイルスは自力で増殖することはできない。他の

生物の細胞に自ら遺伝子を注入し、その細胞の

中で遺伝子を増幅させて、自己複製を繰り返す

という。実際、人間の胎盤を形成する遺伝子に

ウイルスが関与してきたとの研究報告もある。ウ

イルスや細菌はヒトとずっと一緒に生きてきた。し

かし、人の行動変化によってウイルスも変化し

た。ウイルスは３０～４０億年前に存在していたと

いわれ、人類が誕生する遥か昔だ。当時は地中

に住むバクテリアの宿主として暮らし、人類が誕

生した後もバクテリアの中に棲み着いてきた。し

かし、幾千万年の時を経て、農業は近代化が進

み、人間は食物につく害虫を殺すため、土壌に

消毒剤をまき散らした。バクテリアの中で棲めな

くなったウイルスは、野生動物の体内で生きてい

かざるを得なくなった。 

人間の活動は産業革命を契機に自然に負荷

をかけ始めた。多くの種が絶滅し、熱帯林を含

め多くの森林が失われ、温暖化が進んだ。人間

によって微妙なバランスを崩されたウイルスは人

間との距離が縮まり、人類を幾度ともなく苦しめ

てきた。森林伐採で野生動物が人里に追い出さ

れ、ネズミが数を増やして病源体をまき散らし、

ヒトへとうつった。都市化はウイルスの増殖にとっ

て、極めて好都合な人口密集空間をつくった。

文明はウイルスを撃退するどころか、ウイルスが

活動しやすい環境をつくったのだ。パンデミック

はおごりたかぶった人間への警鐘なのかもしれ

ない。だが、ウイルスは生態系の維持の陰の主

役であり、生命体の存続に不可欠なパートナー

でもあるのだ。ねじ伏せるのではなく、賢く共生し

ていくことが人間社会に今、求められている。 
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新型コロナウイルスの感染拡大は、人々の生活を一変させた。これまでの世界の在り方、人々の行動や常識までも変えてしまった。このまま
収束したとしても、天然痘のように完全なまでに封じ込めることは不可能といわれている。毎年、流行するインフルエンザのように人々は新型
コロナとの「共生」を提唱するウイルス学者もいる。コロナと闘うのではなく、コロナと共生しながら生活する。ウイルスを生態系の一部として捉
え、共生し、向き合うことの大切さを説く学者もいる。パンデミックは世界の人々を苦しめている。しかし、半面、“新たな日常”というべき「新常
態」（ニューノーマル）をつくりだしてもいる。すでに人と人の距離を開けるソーシャルディスタンスが定着し始めており、テレワーク、リモートワ
ーク、オンライン会議などを導入する企業も増え始めている。４、５カ月前には考えられなかったことがコロナ・ショックによって出現しており、
人々の行動や生活様式を１８０度変えようとしている。 

 
 

コロナと共生、社会で進む「新常態」 

人を守るべき存在へと変異 



                              

 

           

 

  

 

 

 

 

 

 

文明を持って以降、人類は常に感染症の流行を経験してきた。 

文明は、長く、感染症のゆりかごであった。 

 今回の新型コロナウイルス感染症は、私たちにとって第７番目の 

コロナウイルス感染症である。４つ（HCoV-229、HCoV-OC43、HC 

oV-NL63、HCoV-HKU1）は、通常の感冒症状を示すコロナウイル 

スで重症化することはほとんどない。一方、残りの３つのコロナウイ 

ルス感染症は、２０００年代以降、ヒト社会に出現したもので、重症 

呼吸器感染症（SARS）、中東呼吸器感染症（MERS）、そして今回 

の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）である。これは幾つかの 

示唆を私たちに与える。第一に、HCoV-229、HCoV-OC43、HCoV 

-NL63、HCoV-HKU1 もかつては、野生動物からヒト社会へ侵入し、 

パンデミックを引き起こし、やがて現在のかたちに落ち着いた可能 

性が高いこと。第二に、そうは言いつつも、過去数千年でパンデミ 

ックを起こしヒト社会に定着したコロナウイルスが４つだったのに対し 

過去２０年間に３回もの新型コロナウイルス感染症の流行があり、そ 

のなかの一つが今回、パンデミックに至ったという事実である。 
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そうした事実は、パンデミックは、以前にも起こっていたこと。ただし、その頻度は現在よりはるかに低かったということを教えてくれる。だとすれば、現

在の新型コロナウイルス感染症の出現は何を意味するのか。コロナウイルスの自然宿主が野生動物であるとすれば、それはおそらく、ヒトの無秩序な生

態系への進出と、それによってヒトと野生動物の物理的、生物学的距離が縮まったことがもたらした現代的事象なのものかもしれない。 
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 歴史を振り返れば、私たちは、これまでにも幾度ものパンデミックを経験してきた。１４世紀ヨーロッパで流行した黒死病（ペスト）や１９１８年から１９年に

かけて世界を席巻したスペイン風邪などである。 

 １４世紀にヨーロッパで流行したペストは、最終的にヨーロパ全土を覆った。流行は、居住地や宗教や生活様式に関係なくヨーロッパ社会を舐め尽くし、

最終的に当時のヨーロッパは、人口の４分の１から３分の１を失う。当時のヨーロッパ社会がいかにこの病気を恐怖したか。ジョヴァンニ・ボッカッチョの『デ

カメロン（十日物語）』に詳しい。作品の背景には、ペストに喘ぐ当時の社会状況が色濃く反映されている。 

 

「一日千人以上も罹病しました。看病してくれる人もなく、何ら手当てを加えることもないので、皆果敢なく死んで行きました」（「デカメロン―十日物語」野

上素一訳．岩波文庫） 

ドイツ・バイエルン州にオーバーアマガウというアルプスに囲まれた小さな村がある。１０年に一度、村人総出で世界最大規模の「キリスト受難劇」を上

演する。それは、１６世紀のペスト流行時の猛威に、神の救いを求めた代わりに、キリストの受難と死と復活の劇を１０年に一度上演すると誓ったことに始

まり、今に至るまで、４００年近く続く。それほど、ペストの恐怖は、ヨーロッパ人の記憶に深く刻まれている。そのペストは、ヨーロッパ社会に大きな影響を

与えた。 

ペストがヨーロッパ社会に与えた影響は、少なくとも３つあった。第一に、労働力の急激な減少とそれに伴う賃金の上昇。農民は流動的になり、農奴に

依存した荘園制の崩壊が加速した。第二は、教会の権威の失墜。ペストの脅威を防ぐことのできなかった教会はその権威を失った。第三は、人材の払

底。それはそれまで登用されることのなかった人材の登用をもたらした。結果として、封建的身分制度は実質的に解体へと向かった。同時にそれは、新

しい価値観の創造へと繋がった。 

半世紀にわたるペスト流行の後、ヨーロッパは、ある意味で静謐で平和な時間を迎えたという。それが内面的な思索を深めさせたという歴史家もい

る。そうしたなかで、ヨーロッパはイタリアを中心にルネサンスを迎え、文化的復興を遂げる。ペスト以前と以降を比較すれば、ヨーロッパ社会は、まったく

異なった社会へと変貌し、変貌した社会は、強力な主権国家を形成する。中世は終焉を迎え、近代を迎える。これがペスト後のヨーロッパ世界であっ

た。 

疾病構造も変化した。 

ペスト流行以前のヨーロッパにおいて、ハンセン病は一貫して重要な病気であった。ハンセン病療養所（レプロサリウム）が各地に建設された。１３世紀

頃、ヨーロッパには２万近い数のレプロサリウムが存在した。にもかかわらず、１４世紀に入ると、ヨーロッパで新たなレプロサリウムが建設されることはなく

なった。致死率の高いペストのため、多くの患者が亡くなったことは確かであろう。しかしそのために、ハンセン病患者の発生数が急激に減少したとは考

え難い。しかし事実はといえば、１３４８年のペスト流行以降、ハンセン病患者数が流行以前の水準に達することはなかった。理由は未だにわからない。 

＊ 
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病原体の性格が流行の様相を規定することは間違いない。飛沫によって感染するインフルエンザや新型コロナウイルス感染症が、より濃厚な接触が

必要な結核やエイズより早い速度で流行し、パンデミックに至ることは直感的に理解できる。 

一方で、病原体が同じであっても、流行の速度や規模は、その時々の「社会のあり方」によって異なる。思考実験の域を出ないが、今から１０００年前、

あるいは５０００年、１万年前の世界に新型インフルエンザや新型コロナウイルス感染症が、野生動物からヒトへと感染し、流行を始めたとすればどうだろ

う。流行の様相は現在とは大きく異なったものであったに違いない。 

１０００年前といえば、１１世紀初頭の世界であり、日本では藤原北家による摂関政治が行われた平安時代の中期にあたり、中国では北宋が栄え、西ヨ

ーロッパでは、ノルマンディーがイングランドを征服した時期にあたる。世界人口は２億人を超え３億人に迫る。一方、５０００年前はといえば、中東の肥沃

な三角地帯に古代メソポタミア文明が栄えた時代となる。世界人口は、５００万人程度であった。１万年前といえば、人類が一部で農耕や牧畜を始める

が、大半の人は狩猟採集生活を送っていた。人々は、数家族の血縁関係を中心にしたバンドと呼ばれる集団で生活し、日常的には集団外の人々と接

触することはなかった。そんななかで新型インフルエンザや新型コロナウイルス感染症が流行を始めたとして、流行は、小集団を席巻するが、そこから

外へと広がることはなく、やがて新規感受性者を失った病原体は流行の袋小路に迷い込み、集団から、すなわちこの場合は、世界から消えていくことに

なったに違いない。それが感染症流行の自然史であった。そうした感染症が社会に定着するには、数十万人規模の都市人口が必要となる。そうした都

市人口を人類がはじめて持つに至ったのは、数千年前のこと。その意味では、インフルエンザや麻疹、あるいは天然痘といった急性感染症は、人類に

とって、極めて新しい病気といえるのである。 

＊ 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックが今後どのような軌跡をとることになるのか、現時点で、正確に予測することはできない。ただパンデミックが

遷延すれば、私たちは、私たちが知る世界とは異なる世界の出現を目撃することになるかもしれない。 

それがどのような世界かは、もちろん誰にもわからない。しかしそれはもしかすると、１４世紀ヨーロッパのペストのように、変革を迫るものになる可能性さ

え否定できない。そうした変化は、流行が終息した後でさえ続く。 

感染症は社会のあり方がその様相を規定し、流行した感染症は時に社会変革の先駆けとなることがある。そうした意味で、感染症のパンデミックは

社会的なものとなる。 

歴史が示す一つの教訓かもしれない。 

 ただ、希望はある。それは、私たち自身の心の持ちようによる。相手を正しく知り、恐れること。非科学的態度はいつの時代においても、事態を良い方

向に導くことはない。 

ちなみに、「検疫」は、１４世紀のペスト流行時にヴェネツィアで始まった海上隔離に起源を持つ。当初、隔離期間は３０日であったが、その後４０日に延

長された。検疫（クアランティン）は、「４０」を表すイタリア語が語源となった。そのイタリアは、本文執筆時点で、国土全土にかけた移動制限を解除した

が、依然、予断はゆるされない。                                                                       

                                                                                         （了） 

 

                                                                        


